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１．川尻地区の歴史を活かした町並みづくりガイドラインについて 

 

この町並みづくりガイドラインは、川尻地区の住民と熊本市が協働で「川尻地区の

歴史を活かした町並みづくり」に取り組んでいこうという基本的な考えに基づき、川

尻校区自治協議会や関係自治会の方々に、町並みづくりの基本方針をはじめ、伝統的

様式建造物や一般建造物等の保存・修景基準について検討していただき、町並みづく

りの指針 (ガイドライン)としてまとめたものです。 

この町並みづくりガイドラインでは、川尻地区の歴史や文化を踏まえた町並みづく

りの方向性を明らかにし、伝統的様式建造物などの特徴を紹介することにより、町並

みの保存・修景の基準を示しています。 

また、地域の人々が町並みづくりについて考え、自ら行動 していくための「町並み

協定」の導入について解説しています。 

この町並みづくりガイドラインを、地域での「町並み協定」締結に向けた取り組み

や建造物の修景を実施される際にご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
川尻地区の歴史を活かした町並みづくり調査対象エリア 
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２．川尻地区の歴史と町並み及び建築的特徴について 

 

＜川尻の歴史＞ 

その昔緑川と白川の合流によってできた川尻の沖積平野は、東部からしだいに開拓されて豊

かな水田となり、それらの水田を支配する豪族河尻氏が鎌倉時代に勢力をのばしていきました。 

緑川の蛇行部分を港湾に仕立て上げた河尻氏は、ここを水軍の根拠地にするとともに貿易に

も乗り出したとみえ、現在の川尻町の東部の白川補給水路近くから大量の青磁の破片が発掘さ

れています。青磁は宋時代のものとみられ、平安末期から鎌倉初期には港が成立していたと考

えられています。 

川尻の港は、中世以来貿易港として栄え、近世期には加藤家・細川家の軍港として、また、

藩の年貢米の集積・積出港としても栄え、川尻は熊本藩の主要な町として、五ヶ町の一つとさ

れていました。 

前述のように要衝であった川尻には御船手が

置かれ、外城町には御船方の詰所や屋敷、御作事

所が設けられており、藩主の御座船である波奈之

丸（なみなしまる）や泰宝丸も停泊していました。 

また、年貢米の積出港として藩の米蔵が建ち

並び、この御蔵前には、長さ１５０メートルにわ

たり１３段（後に 1 段積み増す）の石段が築か

れ、潮の干満や水量の増減に影響されない船着場

となっていました。藩内各地から年貢米が納めら

れる為、多くの人々で賑わっていたようです。 

このように多くの消費者をかかえ、日常生活に必要な物資は天草・島原からも運び込まれ、

藩内各地より緑川を下ってきた年貢米納入の船は、川尻での蔵納めを終えたのち、様々な物品

を買い入れて帰ったので、その需要に応えるべく鉄物・木製品・反物などの製造・販売が盛ん

になり、川尻は商工業の町としても、また、宿場町としても繁栄していきました。 

明治維新後、御船手は廃止されましたが、商港としての港と、宿場町・職人町としての市街

は依然繁栄を続け、西南の役により一時停頓しましたが、間もなく立直り、昭和１５年に熊本

市に合併されるまでは、熊本市の南部から城南町周辺の中心地であったと考えられます。 

ところが、第二次世界大戦による経済統制、戦後

の経済、交通の変化等によって、川尻地区は、伝統

を感じる町並みと伝統工芸品を残す静かな地域とな

っていきました。 

しかし、川尻にとってはそれが幸いし、河港町、

職人町の歴史を感じさせるたたずまいと、古くから

の神社仏閣、および地域に根ざした精霊流しなどの

年中行事や古伝承が、盛んなまちづくり活動の中で

今も継承されています。 

 

大正期の御蔵前船着き場（川尻町史より） 

河川改修が終わった船着き場 
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＜川尻の町並み＞ 

川尻の江戸時代の町並みは、藩の年貢米の集積・搬出の拠点となった米蔵（東蔵・中蔵・外

城蔵）や御茶屋、町奉行所などを中心に東西方向にのびる道と、その道と交差し南北方向にの

びる薩摩街道に添って形成されていました。その形は、ちょうど鳥が翼を広げた様な姿になっ

ています。 

東西の軸は、いくつかの筋（通り）から成っていて、西から東に向かって、外城町筋（下

外城・中外城・上外城）、御蔵前、下町筋、本町（中町）筋、見世町筋、薩摩街道を横切り、

横町筋で構成されています。 

南北の軸は、北から岡町筋、田町筋、新町筋、加勢川に架かる新町橋を渡って大渡筋となっ

ています。岡町筋の高札場で薩摩街道と分岐した三角往還が小路町筋をつくり、本町筋で東西

にのびている筋と交差して加勢川に至り、渡し船で加勢川を渡ります。外城町筋の北側の無田

川までの間は、御船手役人の屋敷やそれらを支える船頭の居住地等となっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの筋ごとにも特徴があり、

当時（江戸期）、横町筋は、鍛冶屋が多

く集まり、別名で鍛冶屋町と呼ばれ、田

町筋は、桶屋や木工の店が集まり、別名

で桶屋町とも呼ばれていました。 

また、本町筋から外城筋の加勢川沿

いには、廻船問屋が多く、塩飽屋（今村

邸：景観形成建造物指定）のような大店

（おおだな）は、お店（たな）独自の荷

揚げ場（区水・汲水）をもっていました。 

 

天保期の川尻絵図（川尻町史より） 

塩飽屋（今村邸：熊本市指定景観形成建造物） 
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＜町屋の平面構成＞ 

川尻地区の町屋の敷地は、当時の税が間口でかかることから、大店を除き多くの場合、間口

が狭く奥行きが長い敷地形状となっています。 

間口が１０間を超える大店も散見されますが、平均すると３間前後のところが多く、それに

対して 奥行きは１０〜２０間ほどあり間口の３倍から１０倍ほどになる場合が多くなってい

ます。 

その多くが職住一体型の住居で、通りに面して店舗や接待のための座敷があり、中庭を隔て

て離れ（居住空間）や蔵を配置する平面構成となっており、全国的に見られる町屋の特徴と同

様です。 

 

 

 

＜町屋の外観構成＞ 

川尻地区は、通りに対して「切妻平入り」の建物が圧倒的に多く、流通・宿場・職人を中心

とする商人町の名残をとどめています。 

その町並みのスカイラインは、戦前の航空写真から、日本瓦の勾配屋根が、隣の屋根より高

くなったり、低くなったりと不規則に繰り返えされながら連続し、町並みを形成していたと考

えられます。 

川尻では、建物の形

態として、厨子二階（つ

しにかい）や本二階の建

築様式であったと推測

される建物から、店じま

いした仕舞屋（しもたや）

や大塀造（だいべいづく

り）、昭和初期にみられ

る建物の建築様式にい

たるまでを散見するこ

とができます。 

 昭和初期航空写真（川尻四つ角から瑞鷹付近の町並みが分かる） 

間口が３間前後で奥行きが深い敷地形状 
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その外壁については、伝統的様式建造物では多くの建物が漆喰の外壁となっていて、妻側を

大壁にした作りが多くなっています。その漆喰についても白ばかりでなく黒漆喰や灰漆喰も用

いられていましたが、戦時中に黒く着色したものもあり、補修段階で白漆喰に戻しているとこ

ろもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、戦後の一時期に流行したパラペット看板等によって、本来の伝統的様式建造物の姿が

隠れている建物もあります。 

開口部の窓に、厨子二階の一般的特徴ともなっている虫籠窓（むしこまど）はありませんが、

戸口や窓には木製の格子がはめられています。しかし、アルミサッシヘの更新などにより、木

製建具・格子は少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面が灰漆喰、横の家が解けた後、妻側を白漆喰で補修 

パラペット看板等で、伝統的様式建造物の姿が隠れている 

格子窓 



 6 

３．川尻地区の町並みづくりの基本方針 

 

川尻地区の町並みづくりにあたっては、河港町・職人町としての歴史や点在する伝統的様式

建造物などの特徴を活かし、今を生きる生活の場として、また来街者を迎える心を映し出す町

並みづくりと活発なまちづくり活動を連携させるように、川尻地区の「歴史」・「ヒト」・「マ

チ」を活かす町並みづくりの基本方針としています。 

 

◆町並みづくりの基本方針 

 

 

 

●第２次熊本市都市計画マスタープラン（平成２１年３月、熊本市） 

 川尻地区の整備方針：伝統文化を継承する古いまち並みを活かしたまちづくりを

進め、生活サービス機能の維持・更新を図る。 

●熊本市南区まちづくりビジョン（平成２５年３月、熊本市） 

●熊本市景観計画（平成２２年１月、熊本市） 

 景観形成方針（郊外型居住景観形成ゾーン）： 

歴史的資源を生かし、落ち着きの感じられる景観形成を図る。 

  【過去の計画等】 

●川尻まちづくりビジョン（昭和６２年３月、熊本県、熊本市、熊本商工会議所） 

テーマ：川と遊ぶ「土蔵と匠のまち」川尻 

●熊本市都市景観基本計画（昭和６３年３月、熊本市） 

●歴史の息づく郷土景観づくり（平成６年３月、熊本県） 

コンセプト：流域交流を促す歴史的町並みの整備 

●川尻観光開発計画（平成６年３月、熊本市） 

視点 基本方針 考え方 

歴史 

河港町・職人町として栄えてきた

川尻の歴史が醸し出す趣のある

町並みづくりを目指します。 

川に育まれ中世以前に河港町として生まれた川尻地

区は、その後の歴史の中で宿場町、職人町、流通の

要衝としての役割を担うとともに緑川流域の中心と

して繁栄して来た変遷を読み取れる様な町並みづく

りを目指します。 

ヒト 

川尻の暮らしに息づく伝統や心

地よいもてなしを感じられる町

並みづくりを行います。 

 

今も川尻地区の中に息づく伝統的な雰囲気を心地よ

く肌で感じてもらえるような「もてなしの心」あふ

れる町並みづくりを行います。 

 

マチ 

川尻に残る歴史的資産を活かし、

賑わいの中にも落ち着きのある

町並みづくりを進めます。 

川尻に多く残る史跡や神社仏閣、それに伴う地域の

伝統的な行事や活発なまちづくり活動によるイベン

ト等を活かして、マチの賑わいを創出するとともに

訪れてホッとするような空間を持った落ち着きのあ

る町並みづくりを進めます。 

＜参考＞川尻地区に関わるまちづくり計画等におけるテーマや目標 
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４．川尻地区の町並みづくりに向けた保存・修景基準（町並み基準） 

 

＜伝統的様式建造物の保存・修景と町並みづくりの方法＞ 

川尻地区の歴史を活かした町並みへと整えていくポイントは、散在している伝統的様式建造

物と一般建造物の調和を図りつつ町並みに対するきめ細やかな配慮や潤いのある空間を創造

していくことが重要となります 

そのためにも町並みづくりについては、その町並みのある空間を地域で共有する空間として

とらえ、伝統的様式を備えた建造物を修理・維持するとともにそれ以外の一般建造物や新築す

る建造物については、伝統的様式建造物と調和するための修景を行っていくことが必要です。 

伝統的様式建造物の保存・修景は、その意匠をできるだけ残すことを基本としますが、パラ

ペット看板のある建物では、パラペット看板を外し、建物本体が見えるようにするとともに看

板が必要なら統一感のある木製板を用いたものに替えるなどし、それ以外の建造物の修景は、

外壁の色彩や材料を伝統的様式建造物と調和するものにします。 

また、エアコンなどの室外機やメーター類は、木製格子で囲うとともに足下の植栽・緑化な

どに配慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアコンの室外機の木格子による囲いと植栽 

町並み保存・修景基準に合わせて町並み整備をしたイメージ 

中町筋 小路町筋 
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＜町並み基準＞ 
 

川尻地区◯◯筋町並み協定 
町並み基準（案） 

配慮事項 

意匠・形態 材料 色彩 

建
築
物
の
形
態 

高
さ 

建物は、原則として２

階建てとし、通りの伝

統的様式建造物や周

辺の町並みに調和す

るものとする。 

・既存建築物を除き、やむを得ず
３階建てとする場合は、３階部
分を後退して建てる。 

 

・建物等の色彩
は、低彩度・無
彩色等の落着
きのある色を
基調とする。 

屋
根
・
庇 

屋根は、原則として日

本瓦とし、屋根の高

さ、勾配、軒の出を伝

統的様式建造物や町

並みに配慮したもの

とする。 

・屋根は、原則として勾配のある
日本瓦葺きとし、片勾配屋根は
さける。 

・建築物本体と調和する軒出を
有し、周囲の家屋と軒先をでき
るだけそろえる。 

・１階には、周囲の建築物に近似
した高さに庇を設けるように
努める。 

・原則として日
本瓦とする。 

・黒もしくは黒
灰色、またはこ
れに近い色彩
のものとする。 

外
壁 

外壁は、町並みに揃

え、材料や色彩も町並

みとの調和に配慮し

たものとする。 

（道路境界側） 
・外壁は、隣接する建築物の壁面
とできる限りそろえ、周囲の町
並みと調和し、町並みの連続性
を損なわないように努める。 
（隣地境界側） 

・隣接する建築物の壁面にでき
る限り揃えるように努める。 

・漆喰や板張り
などを基本と
し、落ち着い
た材質感のあ
るものを用い
る。 

・素材の持ち味
を活かし、低彩
色・無彩色等の
落着きのある
色を基調とす
るとともに歴
史的たたずま
いに調和する
ように努める。 

開
口
部 

開口部（出入り口・窓

等）は、町並みとの調

和に配慮した意匠や

色彩とする。 

・建築物本体と調和する規模の
開口部を有し、周囲の家屋との
調和を図る。 

・シャッターは、原則として用い
ないように努め、やむをえず設
ける場合は、素材や色彩に工夫
し、町並みに調和するように努
める。 

・ 窓や格子等の
建具は、原則
として木製と
し、アルミ材
等をもちいる
場合は、町並
みとの調和に
配慮したもの
とする。 

・黒もしくは濃
い茶色のもの
とする。 

 

そ
の
他 

門や塀・柵は、通りの

伝統的様式建造物や

周辺の町並みに調和

するものとし、建物や

工作物周辺は、できる

限り緑化を施し、潤い

のある町並みづくり

を図るものとする。 

・敷地内における建築物および
工作物の規模および位置等を
勘案し、隣接地との連担性を保
てる配置とする。 

・川に面する建築物等は、川面か
らの景観づくりに配慮する。 

・潤いのある町並みの整備を図
るため、道路と接する部分はで
きる限り緑化に努め、未利用地
や駐車場などは、草刈りなど適
切な管理を行い、緑化に努め
る。 

 

・同一敷地内にお
ける建築物等
は、色調を統一
するとともに
多色の使用は
さける。 

・道路に面する「さく」や「塀」
は、町並みに調和したデザイン
や素材にするよう努める。 

・車庫を設ける場合は、その意匠
や形態、外構部の素材に留意
し、町並みや外壁に調和した工
夫をおこなうように努める。 

・原則として木
製とし、アル
ミ材等をもち
いる場合は、
町並みとの調
和を配慮する
ものとする。 

・低彩色・無彩色
等の落着きの
ある色を基調
とし、町並みと
調和するよう
に努める。 
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川尻地区◯◯筋町並み協定 

町並み基準（案） 

配慮事項 

意匠・形態 材料 色彩 

工
作
物 

設
備 

テレビアンテナ、エア

コンの室外機、自動販

売機等は、町並みの景

観を配慮した位置に

設置するか、または囲

い等を付けるなど配

慮する。 

・空調および給排水等の設備は、
通りから見えない位置に設け
るか、または覆いをするなど建
築物本体および周辺の景観と
の調和に配慮するよう努める。 

・テレビアンテナ等は、通りから
見えない位置に設けるか、周辺
の町並み景観に配慮するよう
努める。 

 

・素材の持ち味を活
かし、低彩色・無
彩色等の落着き
のある色を基調
とするとともに
町並みに調和す
るように努める。 

看
板 

看板類は、建物外観を

大きく隠さない形状

で、町並みに調和する

意匠や色彩とする。 

・看板は、町並みに調和するデザ
インや大きさとし、景観的なま
とまりを保つように配慮する。 

・パラペット看板は原則として
設けないように努める。 

・日よけテントをやむをえず設
ける場合は、歴史的たたずまい
に調和するように努める。 

・自家用広告や指定された「のぼ
り」および「のれん」等以外は
設けないように努める。 

・表示面積および掲出数は最小限
とし、意匠・素材・色彩は、町
並みとの調和に努める。 

・原則として木
製とし、町並
みとの調和
に配慮する
ものとする。 

・素材の持ち味を活
かし、低彩色・無
彩色等の落着き
のある色を基調
とするとともに
町並みに調和す
るように努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看板等：外観を大きく隠さない形状で、町並みに調和する意匠や色彩とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パラペット看板の撤去前の町並み →→→パラペット看板の撤去後の町並み 

緑化：建物や工作物周

辺は、できる限り緑

化を施し、潤いのあ

る町並みづくりを

図る 

設備：町並みの景観を

配慮した位置に設

置するか、または囲

い等を付けるなど

配慮する 

開口部（窓や出入り

口）：町並みとの調

和に配慮した意匠や

色彩とする。 

外壁：町並みに揃え、

材料や色彩も町並

みとの調和に配慮

する 

屋根：原則として日本

瓦とし、屋根の高さ、

勾配、軒の出を伝統

的様式建造物や町並

みに配慮する 

高さ：原則として２階

建てとし、通りの伝

統的様式建造物や周

辺の町並みに調和す

るもの 
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＜町並み整備のシミュレーション＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改修点＞ 

① テント看板の撤去 

② 1 階に庇を設置 

③ 壁を白漆喰仕上げとする 

④ 開口部を格子窓や格子戸に修景 

⑤ 室外機を格子で囲う 

＜改修点＞ 

① 木製看板への変更 

② 1 階の袖壁を撤去し、下屋を瓦葺とする 

③ 壁を白漆喰仕上げとする 

④ 開口部を格子窓や格子戸に修景 

⑤ 室外機を格子で囲う 
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５．町並み協定の締結と町並み協定地区の認定 

 

＜町並み協定の締結＞ 

良好な町並みづくりのために、通りや街区単位で町並みづくりに関する情報の共有やルール

（町並み基準）づくりを進め、「町並み協定」に対する関係者の意向を踏まえて、所有者等（建

物の所有者及び使用者、土地所有者）の合意（原則として３分の２以上）により、住民間で協

定を締結し、協定締結者で「◯◯筋町並み協定の会」を作ります。 

「町並み協定」は、地域の皆さんが自主的に結ぶ協定です。法律による規制や罰則はありま

せん。町並み協定の締結に向けた取組みについては、熊本市がお手伝いいたします。 

町並み協定には、協定締結者全員が参加する「◯◯筋町並み協定の会」の組織化と代表・役

員を定めるとともに、以下の事項を定めることを推奨しています。 

1)協定の目的及び協定の対象となる区域 

2)建造物の形態・意匠及び色彩等の調和に関する基準（町並み基準） 

3)協定の運営方法 

4)協定の有効期限 

5)その他町並み形成に関すること 

 

＜町並み協定地区の認定＞ 

「町並み協定」が締結された通りや街区の協定締結者で構成される「◯◯筋町並み協定の会」

が、熊本市に「町並み協定地区」の申請を行い、熊本市から認定されると、町屋などの伝統的

様式建造物の保存・修景及び一般建造物の修景についても熊本市の町並みづくり助成制度が活

用できます。 (ただし、町並み協定の締結者に限られます。) 

 

※川尻地区の歴史を活かした町並み協定（案）は、12 ページ 

 

 

６．町並みづくりに関する助成制度 

 

熊本市では、川尻地区の町並みづくりを推進するために、町屋を主とした伝統的様式建造物

の保存・修景への助成のほか、一般建造物の町並みに合わせた修景にも助成する制度を設けま

した。 

町並み協定締結地区で、町並み協定を締結している方が、「町並み基準」に添って、建造物

等の改修・修景、新築等を行う場合、外観の保存・修景に係る費用の２分の１を助成する制度

になっています。 

ただし、熊本市が指定する「景観重要建造物」や「景観形成建造物」、神社仏閣等の建造物

等は「川尻地区の歴史を活かした町並みづくり助成金」を受けることはできません。 

 

※助成手続きの流れは、13ページ 
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＜川尻地区の歴史を活かした町並み協定（案）＞ 
 

名称 
第１条 本協定は「川尻地区◯◯筋町並み協定」（以下「協定」という）と称

する。 

目的 

第２条 本協定は、住民の自主的なまちづくり活動に係る住環境の向上と◯◯

筋における町並みの景観形成推進に資するため、必要な事項を定めるものと

する。 

区域内 

組織 

第３条 協定の円滑な運営を目的として、協定締結者全員による◯◯筋町並み

協定の会（以下、「本会」）を置く。 

２ 本会の運営に関し必要な事項は、別に定める。 

町並みづ

くりの基

本方針 

第４条 ◯◯筋は、川尻地区町並みづくりの基本方針で示された以下の３つの

方針に則り、町並みの保存、修景、創出を図るものとする。 

 ＜川尻地区町並みづくりの基本方針＞ 

１＜歴史＞河港町・職人町として栄えてきた川尻の歴史が醸し出す趣きのあ

る町並みづくりを目指します。 

２＜ヒト＞川尻の暮らしに息づく伝統や心地よいもてなしを感じられる町並

みづくりを行います。 

３＜マチ＞川尻に残る歴史的資産を活かし、賑わいの中にも落ち着きのある

町並みづくりを進めます。 

協定の 

遵守 

第５条 本協定の参加者（以下、協定締結者）は、協定の目的を理解し、第４

条に定める基本方針に基づく町並みづくりの推進を図るため、自主的な参加

の精神に基づき協定を遵守するものとする。 

協定区域 第６条 本協定の対象区域は、別図に示すとおりとする。 

協定 

事項 

第７条 川尻地区の歴史を活かした町並みの保存・修景・創出を図るため、協

定締結者が、熊本市の町並みづくり助成制度（以下「助成制度」という）を

活用し、建造物の新築、増改築、外観の変更、広告物の設置等（以下「新築、

増改築等」という）を行うことを発意した場合、及び新築、増改築等の計画

案を作成し、助成制度の申請を行う場合、協定区域内の組織である本会を通

して、川尻校区自治協議会町並み整備委員会と協議し、助言等を受けること

ができるものとする。 

２ 本協定の良好な町並み形成のための建造物の基準は、「川尻地区の歴史を

活かした町並みづくりガイドライン」に定める町並み基準とする。 

協定の変

更・廃止 

第８条 本協定を変更・廃止する場合は、原則として、協定締結者全員の同意

をもって行うものとする。 

協定の有

効期間 

第９条 協定の有効期間は、施行日から１０年とする。なお、有効期間満了に

あたって、協定締結者から廃止の申し出がなければ１０年間引き続き有効と

する。 

雑則 第 10 条 この協定に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附則 この協定は、平成  年  月  日から施行する。 
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＜助成手続きの流れ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市 川尻校区自治協議会 町並み協定締結者 
協定締結地区 

町並み整備委員会 

 

申請前の 

ガイドラインに 

沿った相談・助言等 

 

地域へ 

町並みづくりの 

啓発活動 

情報共有 

助言 

（協定締結者） 

改築・修繕・新築 

の発意 

↓ 

申請書（案）作成 

相談 

資料配布 

助成事業実施 
情報共有 

相談 
※相談状況、申請状

況などを定期的に報

告する場を設ける。 

申請書等の作成 

・計画案 

・見積等 

事前審査 

申請 

不適合 

適合 工事着工 

協議・助言等 

交付決定通知 

再申請 

工事完了 

助成金請求 

助成金交付 

完了検査 

助成金確定 

助成金受領 

工事完了報告 

検査 

交付額確定通知 

請求 

交付 

代表役員 

（町並み協定の会） 

 

応募 

選定通知 

町並み助成金の審査 
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＜参考＞川尻地区に見られる伝統的様式建造物の各部意匠 

 

●厨子二階（つしにかい） 

江戸から明治期に建てられた伝統的様式の建

物で、一階の「店の間」の真上の部屋の天井が

低く、物置や使用人の居住スペースとして使わ

れていました。開口部が虫籠窓（むしこまど）

となっている場合が多いが、川尻地区には事例

となる虫籠窓のある建造物はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●本二階 

「総二階」ともいう。明治末期から大正期に建てられた様式で、２階の天井が高くなり、居住

用として使用された。開口部が虫籠窓から格子付きのガラス窓に変化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府富田林市寺内町 

嬉野市塩田津 
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●仕舞屋（しもたや） 

一階に「店の間」を持たず、店を「仕舞った」

ことにちなんでこのように呼ばれています。表

向きは住居専用ですが、貸家にするなどして収

入を得ていたものもありました。開口部が小さ

く出格子になっているものが多くあります。 

 

 

 

 

●大塀造（だいべいづくり） 

仕舞屋の発展型で、裕福な商人などが住宅専用

に建てた塀付きの家。道に面して塀を立たせ、

門と建物の間に前庭がある場合が多く、母屋は

道路に面していません。 

 

 

 

 

 

 

●昭和初期の建造物 

総二階の外観に、１階部分は出格子の代わりに

腰壁が設けられ、ガラス窓に真鍮や鉄などの金

属製の格子が取り付けられている場合が多い。

腰壁にはタイルが貼られているものも多くあ

ります。 
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＜1階まわり＞ 

●格子・出格子 

中世より、泥棒等の侵入を防ぐなど、自衛のた

めに設けられるようになったと言われていま

す。 

その形状は業種により異なり、室内に光を取り

込みたい業種などに多くみられるのは「糸屋格

子」。ぶつけても壊れないように頑丈に作られ

た「酒屋格子」「炭屋格子」、店を仕舞ったこ

とに由来する「仕舞屋格子」などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●格子戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 17 

●木製ガラス戸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●土台まわり 
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＜２階まわり＞ 

●虫籠窓（むしこまど） 

虫籠のような形をしていることから「むし

こまど」と呼ばれ、防火対策として、格子

を漆喰で塗り込められた窓のことをいいま

す。厨子二階に多くみられますが、川尻地

区にはありません。 

写真の呉服店は、虫籠窓風にパラペット部

分を改装しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●瓦の納まり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

饅頭瓦：瓦同士の取り合いの部分に丸い瓦が

取り付けられている 

一文字瓦：瓦の端を切り落としたような形が

連なり軒の端が波状に連なる 

大阪府富田林市寺内町 
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●開口部・小窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●腕木・出桁・持ち送り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●欄間 

 

 

 

 

 

 

 

 

嬉野市塩田津 
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●工作物：看板・暖簾 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●工作物：門 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府富田林市寺内町 

愛知県豊田市足助町 
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●工作物：塀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●工作物：車庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦北町佐敷 

大阪府富田林市寺内町 
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●犬矢来 

敷地と道路の境界の役割を持ち、泥はねや

小用などから建物を守る役割を持っていま

す。川尻地区での設置例はありません。竹

で作られることが多いのですが、写真は、

竹ではなく木棒で作られています。 

 

 

 

 

●駒寄せ（こまよせ） 

犬矢来と同じく、道と敷地の境界の役割を

持ち、泥はねなどから建物を守ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●町並みへの心遣い 

町の案内標識や防災設備、エアコンの室外

機、郵便ポストとちょっとした植栽に町並

みへの心遣いがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府富田林市寺内町 

大阪府富田林市寺内町 

日向市美々津 日向市美々津 

大阪府富田林市寺内町 

大阪府富田林市寺内町 

大阪府富田林市寺内町 
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●路地の楽しみ 

路地への入口や橋の上からの風景は、景観のポイントとなります。 
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＜附属資料＞ 

１．川尻地区町並みづくり検討委員会 

 

●川尻地区の歴史を活かした町並みづくり検討委員会の構成 

 

所属 役職 氏名（敬称略） 所属 役職 氏名（敬称略） 

１町内自治会 
会長 永田 啓介 南部地区市民の会景観委員会 委員長 古川  保 

 石原洋二郎 川尻商店街連合会 会長 村崎 重興 

２町内自治会 
会長 深川 勇吉 文化の会 会長 荒金 錬一 

 榊  浩一 

川尻校区自治協議会 

会長 中村 亮一 

３町内自治会 
会長 桑原 秀雄 副会長 植村 米子 

 林田 文人 副会長 伊豆野弘昭 

５町内自治会 
会長 浅木 紀年 副会長 米澤 紘二 

 古川  亮 

景観アドバイザー 
冨士川一裕 

村田 明彦 ７町内自治会 
会長 橋本 幸一 

 益本 武士 

 

 

●川尻地区の歴史を活かした町並みづくり検討委員会の検討内容と開催日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 川尻の町並みについて 

1. 川尻地区の町並みの現状について 

（建物分布調査、住民意識アンケート調査報告） 

2. 川尻の町並みづくりの強みと弱み 

（９月１６日開催） 

② 町並みタウンウォッチング 

1. 町並みタウンウォッチング 

2. 川尻らしい町並みづくりの目標とは 

（１０月２日開催） 

③ 建物の保存・修景基準について 

1. 建築物等の改修・保存等を行うときの基準は？ 

2. 川尻の町並みづくりの基本方針について 

（１０月２７日開催） 

④ 町並み協定について 

1. 町並み協定地区候補地の検討 

2. 候補地の町並み協定案について 

（１１月１７日開催） 

タウンウォッチングの様子 

第１回検討委員会の様子 

第４回検討委員会の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

［参考文献］ 

●川尻まちづくりビジョン（昭和６２年３月、熊本県、熊本市、熊本商工会議所） 

●熊本市都市景観基本計画（昭和６３年３月、熊本市） 

●歴史の息づく郷土景観づくり（平成６年３月、熊本県） 

●川尻観光開発計画（平成６年３月、熊本市） 

●川尻町史（昭和１０年１０月 飽託郡川尻町） 

●南部地域熊本市合併５０周年記念誌（熊本市・南部地域熊本市合併５０周年記念行事実行委員会） 

●熊本の町並み（昭和５７年６月 財団法人 熊本開発研究センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川尻地区の歴史を活かした町並みづくりガイドライン 

 

平成２７年３月 初版 

発行：熊本市開発景観課 

 

 

 


